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「自己責任」と「安心」

「自己責任」「リスク」という言葉が多用されながら、投資の意義が強調さ
れていたのは、1997年の金融ビッグバンから2000年代前半にかけてのこと
であった。そして、この「自己責任」や「リスク」という言葉に関して言えば、
逆に、そのような言葉を多用するだけでは「投資」は根付かないというこ
とをわれわれは経験してきた。

作家の村上龍氏は、「自己責任」という言葉を「概念が希薄な言葉」と表現し、
「言葉の概念を社会が共有していないときに、そのような言葉を多用した啓
発が果たして可能なのだろうか」（日本経済新聞「経済教室」2001.1.8）とい
う問題提起をしている。正

せいこく

鵠を射た指摘であったと、今あらためて思う。

一方、昨今ではあらゆるところで「安全」「安心」という言葉が多用され
ている。投資、特に個人の投資という世界と関連しても、「安心」という言
葉が多用されている。「安全」には定義があり基準を設定し得るが、「安心」
は主観である以上、基準はない。「安心」とは「社会的不確実性が存在しな
いことに関する認知」と定義されるそうである。

投資に関して「安心」という言葉が使われる場合、文脈的には、「善良なる
投資家が構造的に欺かれることなく投資できる環境」を形容するために使
用されているわけだが、「安心」という言葉があまりにも高い頻度で使用さ
れると、「投資」という行為自体に結果としての「安心」を求めているような
イメージになってしまうので、こういった言葉の多用は危険であろうと思う。

投資とは未来に向かって何かを投じる営みであり、大多数の場合、その
何かとはお金である。そして、未来に何かを投じるということは不確実性
と同居した行動でもある。そのような世界において、予定調和的安心は存
在しない。

   「安心」「安全」「自己責任」「リスク」といった言葉の使い方は難しい。
だが、金融サービスの世界における「自己責任」や「リスク」という言葉の

理解が進むための材料を積極的に提供し続けるのが金融サービスを担う側
の役割であると私は考える。そして、われわれ金融サービス業界に生きる
ものにおいて求められるのは、「自己責任」という言葉を便法として使わな
いという職業態度なのではないだろうか。【イギリス／ヴィクトリア王朝期の建築装飾】

バラと複数の文様を混在させ、優雅さや気品を極
めています。この時代はイギリスの美術にとって
も黄金期で、とても華やかな装飾が特徴です。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


